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1. 本 書志は ､物 J性物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 研 究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 し あ い ､ ま た ､ 研 究 に関 三重 した
情 報 を速 や か に交 換 し あ う こ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･
干u行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 研 究 論 文 ､ 石牙究 会 ･匡l際 会 音義を ど
の 辛皮告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 石井究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
寸青報 を どで･す ｡
2. 本 誌 に 掲 載 さ れ る論 文 に つ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は 行 を い
ませ ん ｡ f旦 し､ 編 集 者 が 本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た も の につ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ
と 舟ぎあ り ま す ｡
3. 本 吉志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に引 用 す る と き は ､ 著 者 の 承
諾 を得 た 上 で Privatecommunication 扱 い に して 下 さ い O
投 稿 規 定
1. 雑 言志の ページ数を節約するため原稿は極 力筒 音繁 に お 書 き 下 さ
しゝ t).メ
2. 原 稿 は 4 0 0字 書膚原 稿 月す紙 を使 用 して 下 さ い O
3. 数 式 ､ 言 己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 覚 に
準 ･t3､ ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ うに適 当 を処 置 †を と っ て 下 さ
しヽ O
∴ヒツ キ ､ 下 ツ キ は梓 に紛 わ しい も の の み を手旨走 して 下 さ い ｡
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 才旨走 を忘 れ を い よ う に ､ O と a
と 0(ゼ ロ )､u と n と r､C と e､1(エ ル )と 1(イ チ )､Ⅹ と×
(カケ ル)､u と V等が一番間違 いやすい｡
4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い 0
5. 1行 以 内 に お さ ま ら 恋 い 可 能 性 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 て千手旨定 して 下 さ い 0
6_ 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 し ませ ん o l頁 以 内 に 人 ら を い 図 は原 則
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡
7. 投 稿 後 の 原 稿 の 訂 正 は で き る だ け さ け る よ う に して 下 さ い ｡
8. 別 刷 は 原 則 と して 作 り ま せ ん Q ど う して も 別 刷 が 入 用 を場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代
は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す .-
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん ｡)
p :物 研 出 来 上 り真 数
Ⅹ :別 席Tj所 要 書β数
a :別 刷 1頁 の 代 金 3円
b :袈 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円
別 刷 代 - (ap+ b)Ⅹ十 送 料
別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て 下 か い○
そ れ よ り遅 れ た 場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さ い ｡
9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月発 行 誌 に掲 載 さ れ ま
す o
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5月 8日 基礎科で Prof.R.S.Krishnam (NorthTexasUniv.)
が固体の BriHouin散乱 について話 した｡
東大教養の物性 コロキューム
5月 12日 柄氏 photoemissionfrom metals
5月 19日 川端氏 spinの Br研Ⅳn運動
5月 26日 久保健氏 doubleexchange
○名古屋大学
物性談話会 ｢InvarProblem｣
トロン ト大学 G｡M･Graham･氏 3月 9日(木 )
物理教室談話会 ｢多励起子系のボ ゾン記述 ｣
東大 ･物性研 花村栄一氏 3月 18日(土 )






｢東 大 教 養 部 よ り お し ら せ｣.
東大教養の物性理論でプレプ リ･セ ンターを発足
させますか らプ レプ リン トを送って下 さい｡
｢1972年度 物性若手夏の学校｣開催のお しらせ
期 日 :1972年 7月 28日-8月 1日(5日間 )
場 所 :長野県 白馬村 (白馬駅下車 )
参加費 :大学院生,学生 2,000円
(テキス ト代 を含む )
有給者 3,500円 (予定 )
































ほかに,分野別のサブ ･グループ活動 (研究会形式 )があ ります｡
テキス トのみの予約 もうけつけています｡






公募人員 : 助 手 1名
所属部門 : 物理学第一教室富田研究室
開放系における非可逆過程 (生体現象 を含む ), な ら
びに不安定性 の理論的研究 を主題 とする｡
着任時期 : 決定後できるだけ早 く
提出書類 : ○ 履歴書
○ 発表論文一覧表
○ 主要論文別刷
○ 従来 の研究 と今後の研究計画概要
○ 推薦書
公募〆切 : 昭和 47年 9月 30日






編 集 後 記
今月は投稿論文が-篇 しかあ りません｡ このようなたびに編集会議で話題 に
なるのは本誌の存在意義 に対する反省です｡プログレス, ジャーナル-の投稿
論文が激増 している半面 のこのよ~ぅな現象 はむろん本誌の circulationとか本
誌に掲載 された場合のメ リットに対する各人の評価 の結果なので しょう｡ しか
し考えたことを記録 に留 めておいて後から読み返 してみるのは楽 しい ことでも
あ り考え方に対する他 の読者 よ りの feedbackを期待 して書 く事 もかってはあ
ったと思います｡今はそんな余裕 はない- い ゝ加減 な論文 を発表 した為に生
ず る after.effect を恐れるよ りは とにか くレフェリーのある雑誌 に掲載 され
る論文数 を能率 よ く増 したいとの考えの方が優先するのではないでしょ うか｡
編集会議では目下 ｢化学反応 ｣につ ゞく物性 との境界領域特集 として地球,天
体物理学者 は物性物理に何 を期待 しているか と云 うようなものを集 める企画 を
しています｡積極的な編集 な しでは物性研究はかっての物性論研究が辿 ったよ
うな経過 で廃刊になるで しょ う｡物性研究 を支持 される方々は編集部 を御鞭撞
下 さるよ うお願い します｡ (H.M.)
物 性 研 究
第 18巻 第 3号
1972年 6月 20日発行
発行人 松 田 博 嗣
京都 市左 京区北 白川追 分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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京都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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